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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
当ファンドは、わが国の株式に投資し、信
託財産の成長をめざしております。当作成期
につきましてもそれに沿った運用を行ないま
した。ここに、運用状況をご報告申し上げま
す。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド
（ダイワＳＭＡ専用）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商品分類 追加型投信／国内／株式
信託期間 2006年10月11日～2026年10月 9 日
運用方針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資
対 象

ベビーファンド ダイワ日本株・バリュー発掘
マザーファンドの受益証券

ダイワ日本株・
バリュー発掘
マザーファンド

わが国の金融商品取引所上場
株式（上場予定を含みます。）

組入制限
ベビーファンドのマザーファンド組入上限比率

無制限
マザーファンドの株式組入上限比率

分配方針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益等と
し、原則として、配当等収益等の中から分配
します。ただし、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。

◇TUZ0472220221011◇

（決算日 2022年10月11日）
（作成対象期間　2021年10月12日～2022年10月11日）



ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

決　　算　　期
基 準 価 額 T O P I X

株　　式
組入比率

株　　式
先物比率

投資信託
証　　券
組入比率

純資産
総　額（分配落） 税込み

分配金
期　中
騰落率 （参考指数） 期　中騰落率

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円
12期末（2018年10月10日） 45, 160 0 3. 3 1, 763. 86 4. 1 95. 0 ― ― 16, 290 
13期末（2019年10月10日） 36, 823 0 △ 18. 5 1, 581. 42 △  10. 3 97. 5 ― 0. 3 5, 217 
14期末（2020年10月12日） 46, 433 0 26. 1 1, 643. 35 3. 9 98. 3 ― ― 3, 742 
15期末（2021年10月11日） 49, 503 0 6. 6 1, 996. 58 21. 5 94. 9 1. 0 ― 2, 170 
16期末（2022年10月11日） 44, 338 0 △ 10. 4 1, 871. 24 △  6. 3 95. 4 ― ― 1, 880 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 4）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

 最近5期の運用実績

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関
連会社（以下「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノ
ウハウおよび同指数にかかる標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公
表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の
設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損害に対してもＪＰＸは責任を負いません。
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■基準価額・騰落率
期　首：49, 503円
期　末：44, 338円（分配金 0円）
騰落率：△10. 4％（分配金込み）
■基準価額の主な変動要因

「ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド」の受益証券を通じて、わが国の株式に投資した
結果、国内株式市場が下落したことにより基準価額は下落しました。組み入れを行っていた化学品
メーカーなどの株価が相対的に不振であったことにより、基準価額はＴＯＰＩＸの騰落率を下回り
ました。
くわしくは「投資環境について」および「ベンチマークとの差異について」をご参照ください。

基準価額等の推移について 

運用経過

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを
示すものです。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまがご利用のコースにより異なります（分配金を自動的に再投資するコースがないファンドも
あります）。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、お客さまの損益の状況を示すものではありません。

（注）分配金再投資基準価額は、当作成期首の基準価額をもとに指数化したものです。
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 年　　月　　日
基　 準　 価 　額 Ｔ Ｏ Ｐ Ｉ Ｘ 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率

投資信託
証　　券
組入比率騰 落 率 （参考指数） 騰 落 率

円 ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2021年10月11日 49, 503 ― 1, 996. 58 ― 94. 9 1. 0 ― 

10月末 49, 833 0. 7 2, 001. 18 0. 2 96. 2 0. 4 ― 
11月末 47, 947 △ 3. 1 1, 928. 35 △ 3. 4 95. 3 ― ― 
12月末 49, 232 △ 0. 5 1, 992. 33 △ 0. 2 96. 2 ― ― 

2022年 1 月末 45, 610 △ 7. 9 1, 895. 93 △ 5. 0 90. 7 3. 0 ― 
2 月末 44, 196 △ 10. 7 1, 886. 93 △ 5. 5 91. 0 2. 8 ― 
3 月末 45, 163 △ 8. 8 1, 946. 40 △ 2. 5 93. 3 ― ― 
4 月末 43, 940 △ 11. 2 1, 899. 62 △ 4. 9 92. 6 ― ― 
5 月末 44, 499 △ 10. 1 1, 912. 67 △ 4. 2 92. 3 ― ― 
6 月末 43, 723 △ 11. 7 1, 870. 82 △ 6. 3 92. 7 ― ― 
7 月末 44, 939 △ 9. 2 1, 940. 31 △ 2. 8 93. 9 ― ― 
8 月末 45, 455 △ 8. 2 1, 963. 16 △ 1. 7 95. 7 ― ― 
9 月末 43, 769 △ 11. 6 1, 835. 94 △ 8. 0 93. 7 ― ― 

（期末）2022年10月11日 44, 338 △ 10. 4 1, 871. 24 △ 6. 3 95. 4 ― ― 
（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■国内株式市況
国内株式市況は、やや弱含みながらも、おおむね一進一退で推移しました。
国内株式市況は、当作成期首より、経済活動正常化への期待や衆議院議員選挙での与党勝利が株
価上昇要因となり、2021年11月には当作成期中の高値を記録しました。しかし年末にかけては、新
型コロナウイルスの変異株への警戒感が上値抑制要因になりました。2022年に入ると、ＦＲＢ（米
国連邦準備制度理事会）による金融引き締め懸念で金利が上昇したことや、ロシアによるウクライ
ナ侵攻で地政学リスクが顕在化したことを受け、株価は 3月半ばにかけて大きく下落しましたが、
ＦＲＢの利上げ決定後は急反発しました。 4月から 6月半ばにかけては、米国のインフレ率が予想
以上に上昇しＦＲＢが利上げを加速するとの思惑が強まったことなどから、一時的な反発はあった
ものの下落しました。 6月半ばにＦＲＢが利上げ幅拡大を決定した後は、悪材料出尽くし観測など
から上昇に転じ、またインフレ率がピークアウトするとの期待感などもあり、 8月中旬にかけて上
昇が続きました。その後は、ＦＲＢ議長が景気を犠牲にしてでもインフレを抑制する姿勢を強調し
たことや、予想以上のインフレ率の上昇を受けて欧米の金利が上昇したことなどが嫌気され、当作
成期末にかけて株価は下落しました。

投資環境について （2021. 10. 12 ～ 2022. 10. 11）

前作成期末における「今後の運用方針」

■当ファンド
「ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や治療薬の開発、日本の新政権による経済対策への期
待がある一方、サプライチェーン（供給網）の混乱が企業決算に与える影響や米国金利の動向、さ
らには資源価格の高騰を一因とする世界的な物価上昇の兆候などのリスク要因もあり、株価はなお
しばらくの間、大きく変動しやすい状況にあると考えます。それでも、新型コロナウイルスの感染
状況の改善に伴い、ウイルスによって阻害されていた国内外における経済活動の多くの部分は旧に
復していくものと考えられます。

4722_20221011_交_鈴_S.indb   5 2022/11/21   8:19:55

4



ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■当ファンド
「ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド」の受益証券へ投資を行いました。
■ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

規律ある経営者に経営され、良質な事業を営む企業を主な対象として、調査に基づき推定される
その企業の本来の価値に比して株価が割安な状態にある銘柄を組み入れるという基本方針に沿って
運用を行いました。
株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。

ポートフォリオについて （2021. 10. 12 ～ 2022. 10. 11）

このような市場想定のもと、コロナ禍にあっても変わらずに、またはそれに適応して事業を成長
させていくことが可能と考えられる企業や、一時的にはダメージを被っているもののコロナ後には
再び本来の競争力を取り戻すと考えられる企業に対し、投資を行っていく方針です。
具体的には、
・ヘルスケア分野や環境関連など、コロナ禍にかかわらず中長期的に需要が高まる領域で事業を
展開する企業
・コロナ禍によって加速した社会のデジタル化から恩恵を受けるテクノロジー関連企業
・ヒトの動きが抑制されたことで業績が悪化しているが、本来の競争力は劣化しておらず、コロ
ナ後に順調な回復を示すと推測される企業
などに着目しています。
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは当ファンドの基準価額と参考指数（ＴＯＰＩＸ）の騰落率の対比です。
組み入れを行っていた化学品メーカーなどの株価が相対的に不振であったことにより、基準価額の
騰落率は参考指数（ＴＯＰＩＸ）よりも下落しました。
「ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド」のポートフォリオについては、MARUWAの株

価が大きく上昇し、ファンドの運用成績に最も大きく寄与しました。同社は自動車や通信機器向けに
耐熱性が高く、大電力にも耐える性質を持つセラミック部品を提供しています。ＥＶ（電気自動車）
に代表される自動車の電装化の進展や、高速・大容量の 5Ｇ（第 5世代移動通信システム）通信の普
及に伴い、同社製品の需要はすう勢的に増加しています。当作成期中も好調な業績を維持したため、
株価が上昇したものと考えられます。
また、好調な業績を背景として、2022年 3 月期決算と同時に大幅増配を発表した三井倉庫ホール

ディングスの株価も上昇しました。このほか、大阪ガスやパーク24、アンビスホールディングスの株
価が上昇し、ファンドの運用成績にプラス寄与しました。
他方、富士フイルムホールディングスの株価が下落し、ファンドに最も大きなマイナスの影響を与
えました。同社はこれまで事務機を事業の主力としてきましたが、近年はヘルスケア事業が成長して
稼ぎ頭となっています。今年度はヘルスケア事業の端境期にあたり一時的に同事業の成長率が低下す
ること、および世界的な景気後退の影響を受け、同社が電子部品向けに提供する化学材料の業績に対
する懸念が高まっていることが株価下落の背景にあると推測されます。このほか、国内市場で値上げ
が遅れているとみなされたアリアケ、コロナ禍による人々の巣ごもり需要の反動減に苦戦したパン・
パシフィック・インターナショナルホールディングスなどの株価が下落し、ファンドの運用成績にマ
イナスの影響を及ぼしました。

（％）
0. 0
-2. 0
-4. 0
-6. 0
-8. 0
-10. 0
-12. 0

当　期
（2021. 10. 11～2022. 10. 11）

基準価額
ＴＯＰＩＸ

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。

ベンチマークとの差異について
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

当作成期は、商品性を考慮し、収益分配を見送らせていただきました。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項 目
当 期

2021年10月12日
～2022年10月11日

当期分配金（税込み） （円） ―
対基準価額比率 （％） ―
当期の収益 （円） ―
当期の収益以外 （円） ―  

翌期繰越分配可能額 （円） 34, 337 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価

証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」
は「収益調整金」および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。

（注 2） 円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金
（税込み）に合致しない場合があります。

（注 3） 当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分
配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

※ なお、投資信託約款上の分配対象額は、上記分配可能額のうち経費控除後の配
当等収益等です。

分配金について

■当ファンド
「ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド」の受益証券へ投資を行います。
■ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

2022年 2 月のロシアによるウクライナ侵攻を機に、西側諸国はロシアを既存の経済システムから
排除する動きを活発化させました。その様相は、冷戦期に米国を中心とする西側諸国と旧ソ連が主
導する東側諸国がそれぞれの陣営内で経済を完結させたブロック経済の時代を彷彿とさせます。冷
戦の終結後、中国のＷＴＯ（世界貿易機関）加盟等を経て、各国の経済は国際分業を通じて相互の

今後の運用方針
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

つながりを深めました。その結果、モノの価格には下落圧力が生じ、消費者は良質な製品を安価に
入手できる恩恵に浴しました。しかし今や、過去四半世紀にわたって続いたこのような経済システ
ムは変化を余儀なくされ、上述のとおり再びブロック化の方向に進むかに見えます。ブロック化が
進めば、過去四半世紀に起きた事態とは反対の現象、すなわちモノの価格が上昇するインフレー
ション圧力が生じる可能性が高いと思われます。
このような環境下、海外主要国は金融緩和政策を終了させ、金利を引き上げ始めました。一方、
日本では金融緩和が続いており、これが足元の円安米ドル高の一要因となっています。国際的にイ
ンフレ圧力が高まっている中、日本経済は円安を通じて強化された物価上昇圧力に直面することと
なり、当面の国内景気の見通しは楽観を許しません。
このような認識に基づき、当ファンドでは「利益やキャッシュフローなどの価値を生み出す実体
を有する企業に投資する」という基本方針のもと、現在は以下の視点を持って投資機会を探索して
います。
1．社会のすう勢的変化から恩恵を受ける企業、具体的には
・ヘルスケア
・グリーン・クリーン
・デジタル化　などの領域で活動する企業

2．強い事業競争力を背景に、コスト上昇分を適切に価格転嫁できる企業
3．日本固有の事業環境を国際的な比較優位に転化できる企業
 　例えば、日本の「上がらない賃金」は一般的には「日本経済の問題点」と捉えられるが、
国内の安い人件費で優れたコンテンツを制作し世界に販売する企業は、日本の「弱み」を優
位性に転化できるのではないか

4．消費者の生活防衛意識の高まりから恩恵を受ける企業
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

1万口当りの費用の明細

項　　　目
当　期

（2021. 10. 12～2022. 10. 11） 項　　目　　の　　概　　要
金　額 比　率

信 託 報 酬  751円 1. 639％
信託報酬＝当作成期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　当作成期中の平均基準価額は45, 823円です。

（投 信 会 社）  （363） （0. 792）
投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託会社への運用指図、基準価
額の計算、法定書面等の作成等の対価

（販 売 会 社）  （363） （0. 792）
販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価

（受 託 会 社）  （25） （0. 055） 受託会社分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  97   0. 212  
売買委託手数料＝当作成期中の売買委託手数料／当作成期中の平均受益
権口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（株 式）  （97） （0. 212）

（先物・オプション）  （0） （0. 001）

有価証券取引税  ― ―
有価証券取引税＝当作成期中の有価証券取引税／当作成期中の平均受益
権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

そ の 他 費 用  3   0. 005  その他費用＝当作成期中のその他費用／当作成期中の平均受益権口数

（監 査 費 用）  （3） （0. 005） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　　　 計  851   1. 857  

（注 1）当作成期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便
法により算出した結果です。

（注 2）各金額は項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 3）各比率は 1万口当りのそれぞれの費用金額を当作成期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、小数点第 3位未満を四捨五

入してあります。
（注 4）組み入れているマザーファンドがある場合、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、当該マザーファンドが支払っ

た金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）がある場合、
各項目の費用は、当該投資信託証券が支払った費用を含みません。なお、当該投資信託証券の直近の計算期末時点における「 1万
口当りの費用の明細」が取得できるものについては「組入上位ファンドの概要」に表示することとしております。

4722_20221011_交_鈴_S.indb   2 2022/11/21   8:19:54
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

総経費率
1. 64％

運用管理費用
（投信会社）
0. 79％

運用管理費用
（販売会社）
0. 79％

運用管理費用
（受託会社）
0. 06％

その他費用
0. 01％

参考情報
■総経費率

当作成期中の運用・管理にかかった費用の総額を、期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（ 1口当り）
を乗じた数で除した総経費率（年率）は1. 64％です。

（注 1） 1万口当りの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注 2）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注 3）各比率は、年率換算した値です。

4722_20221011_交_鈴_S.indb   3 2022/11/21   8:19:55
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

■株式売買金額の平均組入株式時価総額に対する割合
（2021年10月12日から2022年10月11日まで）

項 目 当 期
ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

（ａ）期中の株式売買金額 18, 243, 298千円 
（ｂ）期中の平均組入株式時価総額 11, 080, 615千円 
（ｃ）売買高比率 （ａ）／（ｂ） 1. 64 
（注 1）（b）は各月末現在の組入株式時価総額の平均。
（注 2）単位未満は切捨て。

■売買および取引の状況
親投資信託受益証券の設定・解約状況

（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

ダイワ日本株・
バリュー発掘
マザーファンド

千口 千円 千口 千円

32, 590 220, 000 47, 710 312, 550 

（注）単位未満は切捨て。

（2）マザーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況

（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
決 算 期 当 期

区 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況 B

B/A 売付額等
C

う ち 利 害
関係人との
取引状況D

D/C

百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％
株式 7, 775 1, 851 23. 8 10, 467 2, 419 23. 1 
株式先物取引 1, 018 ― ― 1, 196 ― ― 
コール・ローン 165, 522 ― ― ― ― ― 
（注）平均保有割合16. 5％
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

■利害関係人との取引状況等
（1） ベビーファンドにおける当作成期中の利害関係人との
取引状況
当作成期中における利害関係人との取引はありませ
ん。

（3） 当作成期中の売買委託手数料総額に対する利害関係人
への支払比率

（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
項 目 当 期

売買委託手数料総額（Ａ） 4, 136千円 
うち利害関係人への支払額（Ｂ） 1, 024千円 
（Ｂ）／（Ａ） 24. 8％ 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支

払った金額のうち、このファンドに対応するものを含みます。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期における当ファンドに係る利害関係人とは、大和証
券株式会社です。

■組入資産明細表
親投資信託残高

種 類 期　　首 当 期 末
口　　数 口　　数 評 価 額

千口 千口 千円
ダイワ日本株・バリュー
発掘マザーファンド 312, 201 297, 081 1, 878, 267 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2022年10月11日現在

項 目 当　　　期　　　末
評　価　額 比　　 率

千円 ％
ダイワ日本株・バリュー発掘
マザーファンド 1, 878, 267 99. 1 

コール・ローン等、その他 16, 887 0. 9 
投資信託財産総額 1, 895, 155 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。
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ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用）

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年10月11日現在

項　　　　　目 当　　期　　末
（Ａ）資産 1, 895, 155, 457円

コール・ローン等 16, 887, 989  
ダイワ日本株・バリュー発掘
マザーファンド（評価額） 1, 878, 267, 468  

（Ｂ）負債 15, 149, 142  
未払信託報酬 15, 098, 578  
その他未払費用 50, 564  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 1, 880, 006, 315  
元本 424, 018, 382  
次期繰越損益金 1, 455, 987, 933  

（Ｄ）受益権総口数 424, 018, 382口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 44, 338円

＊ 期首における元本額は438, 460, 276円、当作成期間中における追加設定元本額は
50, 582, 358円、同解約元本額は65, 024, 252円です。
＊当期末の計算口数当りの純資産額は44, 338円です。

 ■損益の状況
当期  自 2021年10月12日  至 2022年10月11日

項　　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  1, 944円

受取利息 84  
支払利息 △  2, 028  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  178, 206, 521  
売買益 17, 748, 881  
売買損 △  195, 955, 402  

（Ｃ）信託報酬等 △  32, 202, 515  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  210, 410, 980  
（Ｅ）前期繰越損益金 290, 049, 276  
（Ｆ）追加信託差損益金 1, 376, 349, 637  

（配当等相当額） （ 1, 088, 102, 075）
（売買損益相当額） （ 288, 247, 562）

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） 1, 455, 987, 933  
次期繰越損益金（Ｇ） 1, 455, 987, 933  
追加信託差損益金 1, 376, 349, 637  
（配当等相当額） （ 1, 088, 102, 075）
（売買損益相当額） （ 288, 247, 562）
分配準備積立金 300, 370, 628  
繰越損益金 △  220, 732, 332  

（注 1） 信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しておりま
す。

（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る
場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

（注 3） 収益分配金の計算過程は下記「収益分配金の計算過程（総額）」をご参照
ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 当 期

（ａ）経費控除後の配当等収益 10, 321, 352円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0　
（ｃ）収益調整金 1, 155, 617, 305　
（ｄ）分配準備積立金 290, 049, 276　
（ｅ）当期分配可能額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 1, 455, 987, 933　
（ｆ）分配金  0　
（ｇ）翌期繰越分配可能額（ｅ－ｆ） 1, 455, 987, 933　
（ｈ）受益権総口数 424, 018, 382口

12



東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
https://www.daiwa-am.co.jp/

大和アセットマネジメント株式会社

ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド
運用報告書　第11期　（決算日　2022年10月11日）

（作成対象期間　2021年10月12日～2022年10月11日）

　ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンドの運用状況をご報告申し上げます。

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。
主要投資対象 わが国の金融商品取引所上場株式（上場予定を含みます。）
株式組入制限 無制限
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ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：69, 453円　期末：63, 224円　騰落率：△9. 0％
【基準価額の主な変動要因】

わが国の株式に投資した結果、国内株式市場が下落したことにより
基準価額は下落しました。組み入れを行っていた化学品メーカーなど
の株価が相対的に不振であったことにより、基準価額はＴＯＰＩＸの
騰落率を下回りました。
くわしくは「投資環境について」および「ベンチマークとの差異に
ついて」をご参照ください。

 ■当作成期中の基準価額と市況等の推移

年　月　日
基 準 価 額 ＴＯＰＩＸ 株　　式

組入比率
株　　式
先物比率

投資信託
証　　券
組入比率騰落率（参考指数）騰落率

円 ％ ％ ％ ％ ％
（期首）2021年10月11日 69, 453 ― 1, 996. 58 ― 95. 0 1. 0 ― 

10月末 69, 973 0. 7 2, 001. 18 0. 2 96. 2 0. 4 ― 
11月末 67, 419 △ 2. 9 1, 928. 35 △ 3. 4 95. 4 ― ― 
12月末 69, 326 △ 0. 2 1, 992. 33 △ 0. 2 96. 3 ― ― 

2022年 1 月末 64, 313 △ 7. 4 1, 895. 93 △ 5. 0 90. 8 3. 1 ― 
2 月末 62, 397 △ 10. 2 1, 886. 93 △ 5. 5 91. 1 2. 8 ― 
3 月末 63, 852 △ 8. 1 1, 946. 40 △ 2. 5 93. 4 ― ― 
4 月末 62, 200 △ 10. 4 1, 899. 62 △ 4. 9 92. 7 ― ― 
5 月末 63, 086 △ 9. 2 1, 912. 67 △ 4. 2 92. 3 ― ― 
6 月末 62, 069 △ 10. 6 1, 870. 82 △ 6. 3 92. 8 ― ― 
7 月末 63, 880 △ 8. 0 1, 940. 31 △ 2. 8 94. 0 ― ― 
8 月末 64, 700 △ 6. 8 1, 963. 16 △ 1. 7 95. 7 ― ― 
9 月末 62, 382 △ 10. 2 1, 835. 94 △ 8. 0 93. 8 ― ― 

（期末）2022年10月11日 63, 224 △ 9. 0 1, 871. 24 △ 6. 3 95. 5 ― ― 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 指数値は、指数提供会社により過去に遡って修正される場合があります。

上記の指数は直近で知り得るデータを使用しております。
（注 3）株式先物比率は買建比率－売建比率です。

◆投資環境について
○国内株式市況

国内株式市況は、やや弱含みながらも、おおむね一進一退で推移
しました。
国内株式市況は、当作成期首より、経済活動正常化への期待や衆
議院議員選挙での与党勝利が株価上昇要因となり、2021年11月には
当作成期中の高値を記録しました。しかし年末にかけては、新型コ
ロナウイルスの変異株への警戒感が上値抑制要因になりました。
2022年に入ると、ＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による金融引
き締め懸念で金利が上昇したことや、ロシアによるウクライナ侵攻
で地政学リスクが顕在化したことを受け、株価は 3月半ばにかけて
大きく下落しましたが、ＦＲＢの利上げ決定後は急反発しました。
4月から 6月半ばにかけては、米国のインフレ率が予想以上に上昇
しＦＲＢが利上げを加速するとの思惑が強まったことなどから、一
時的な反発はあったものの下落しました。 6月半ばにＦＲＢが利上
げ幅拡大を決定した後は、悪材料出尽くし観測などから上昇に転
じ、またインフレ率がピークアウトするとの期待感などもあり、 8
月中旬にかけて上昇が続きました。その後は、ＦＲＢ議長が景気を
犠牲にしてでもインフレを抑制する姿勢を強調したことや、予想以
上のインフレ率の上昇を受けて欧米の金利が上昇したことなどが嫌
気され、当作成期末にかけて株価は下落しました。

◆前作成期末における「今後の運用方針」
新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や治療薬の開発、日本の

新政権による経済対策への期待がある一方、サプライチェーン（供給
網）の混乱が企業決算に与える影響や米国金利の動向、さらには資源
価格の高騰を一因とする世界的な物価上昇の兆候などのリスク要因も
あり、株価はなおしばらくの間、大きく変動しやすい状況にあると考
えます。それでも、新型コロナウイルスの感染状況の改善に伴い、ウ
イルスによって阻害されていた国内外における経済活動の多くの部分
は旧に復していくものと考えられます。
このような市場想定のもと、コロナ禍にあっても変わらずに、また

はそれに適応して事業を成長させていくことが可能と考えられる企業
や、一時的にはダメージを被っているもののコロナ後には再び本来の
競争力を取り戻すと考えられる企業に対し、投資を行っていく方針で
す。
具体的には、
・ ヘルスケア分野や環境関連など、コロナ禍にかかわらず中長期的
に需要が高まる領域で事業を展開する企業
・ コロナ禍によって加速した社会のデジタル化から恩恵を受けるテ
クノロジー関連企業
・ ヒトの動きが抑制されたことで業績が悪化しているが、本来の競
争力は劣化しておらず、コロナ後に順調な回復を示すと推測され
る企業
などに着目しています。

◆ポートフォリオについて
規律ある経営者に経営され、良質な事業を営む企業を主な対象とし

て、調査に基づき推定されるその企業の本来の価値に比して株価が割
安な状態にある銘柄を組み入れるという基本方針に沿って運用を行い
ました。
株式等の組入比率は、おおむね高位で推移させました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークを設け

ておりません。
当作成期の当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率は、｢当作成

期中の基準価額と市況等の推移｣ をご参照ください。
組み入れを行っていた化学品メーカーなどの株価が相対的に不振で

あったことにより、基準価額の騰落率は参考指数（ＴＯＰＩＸ）より
も下落しました。

（円）

期　首
（2021. 10. 11）

期　末
（2022. 10. 11）

基準価額
75, 000

70, 000

65, 000

60, 000

55, 000

50, 000
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ダイワ日本株・バリュー発掘マザーファンド

（2）先物取引の種類別取引状況
（2021年10月12日から2022年10月11日まで）

種　類　別 買　　　建 売　　　建
新規買付額 決 済 額 新規売付額 決 済 額

国
内

百万円 百万円 百万円 百万円
株式先物取引 1, 018 1, 196 ― ― 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）単位未満は切捨て。

 ■ 1 万口当りの費用の明細
項 目 当　　　期

売買委託手数料 136円
（株式） （ 136） 
（先物・オプション） （ 0） 

有価証券取引税 ―
その他費用 ―

合　　　　　　　計 136  
（注 1） 費用の項目および算出法については前掲しております項目の概要をご参照

ください。
（注 2） 項目ごとに円未満を四捨五入してあります。

 ■売買および取引の状況
 （1）株　　　　式

（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
買　　　　付 売　　　　付

株　　数 金　　額 株　　数 金　　額

国内
千株 千円 千株 千円

2, 980. 4 7, 775, 701 2, 947. 4 10, 467, 596 
（ 185. 9） （ ―） 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2） （　）内は株式分割、合併等による増減分で、上段の数字には含まれており

ません。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

ポートフォリオについては、MARUWAの株価が大きく上昇し、
ファンドの運用成績に最も大きく寄与しました。同社は自動車や通信
機器向けに耐熱性が高く、大電力にも耐える性質を持つセラミック部
品を提供しています。ＥＶ（電気自動車）に代表される自動車の電装
化の進展や、高速・大容量の 5 G（第 5世代移動通信システム）通信
の普及に伴い、同社製品の需要はすう勢的に増加しています。当作成
期中も好調な業績を維持したため、株価が上昇したものと考えられま
す。
また、好調な業績を背景として、2022年 3 月期決算と同時に大幅増
配を発表した三井倉庫ホールディングスの株価も上昇しました。この
ほか、大阪ガスやパーク24、アンビスホールディングスの株価が上昇
し、ファンドの運用成績にプラス寄与しました。
他方、富士フイルムホールディングスの株価が下落し、ファンドに
最も大きなマイナスの影響を与えました。同社はこれまで事務機を事
業の主力としてきましたが、近年はヘルスケア事業が成長して稼ぎ頭
となっています。今年度はヘルスケア事業の端境期にあたり一時的に
同事業の成長率が低下すること、および世界的な景気後退の影響を受
け、同社が電子部品向けに提供する化学材料の業績に対する懸念が高
まっていることが株価下落の背景にあると推測されます。このほか、
国内市場で値上げが遅れているとみなされたアリアケ、コロナ禍によ
る人々の巣ごもり需要の反動減に苦戦したパン・パシフィック・イン
ターナショナルホールディングスなどの株価が下落し、ファンドの運
用成績にマイナスの影響を及ぼしました。

《今後の運用方針》
2022年 2 月のロシアによるウクライナ侵攻を機に、西側諸国はロシア
を既存の経済システムから排除する動きを活発化させました。その様相
は、冷戦期に米国を中心とする西側諸国と旧ソ連が主導する東側諸国が
それぞれの陣営内で経済を完結させたブロック経済の時代を彷彿とさせ
ます。冷戦の終結後、中国のＷＴＯ（世界貿易機関）加盟等を経て、各
国の経済は国際分業を通じて相互のつながりを深めました。その結果、
モノの価格には下落圧力が生じ、消費者は良質な製品を安価に入手でき
る恩恵に浴しました。しかし今や、過去四半世紀にわたって続いたこの
ような経済システムは変化を余儀なくされ、上述のとおり再びブロック
化の方向に進むかに見えます。ブロック化が進めば、過去四半世紀に起
きた事態とは反対の現象、すなわちモノの価格が上昇するインフレー
ション圧力が生じる可能性が高いと思われます。
このような環境下、海外主要国は金融緩和政策を終了させ、金利を引
き上げ始めました。一方、日本では金融緩和が続いており、これが足元
の円安米ドル高の一要因となっています。国際的にインフレ圧力が高
まっている中、日本経済は円安を通じて強化された物価上昇圧力に直面
することとなり、当面の国内景気の見通しは楽観を許しません。
このような認識に基づき、当ファンドでは「利益やキャッシュフロー
などの価値を生み出す実体を有する企業に投資する」という基本方針の
もと、現在は以下の視点を持って投資機会を探索しています。
1．社会のすう勢的変化から恩恵を受ける企業、具体的には
　　・ヘルスケア
　　・グリーン・クリーン
　　・デジタル化　などの領域で活動する企業
2． 強い事業競争力を背景に、コスト上昇分を適切に価格転嫁できる
企業

3． 日本固有の事業環境を国際的な比較優位に転化できる企業
例えば、日本の「上がらない賃金」は一般的には「日本経済の

問題点」と捉えられるが、国内の安い人件費で優れたコンテンツ
を制作し世界に販売する企業は、日本の「弱み」を優位性に転化
できるのではないか

4．消費者の生活防衛意識の高まりから恩恵を受ける企業
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■組入資産明細表
国内株式

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

鉱業（2. 2％）
ＩＮＰＥＸ ― 142. 6 213, 044 

建設業（―）
コムシスホールディングス 214. 4 ― ― 
住友林業 235. 6 ― ― 

食料品（―）
アリアケジャパン 68. 7 ― ― 

繊維製品（3. 3％）
東レ ― 436. 4 317, 568 

化学（10. 7％）
日本曹達 ― 40. 5 180, 225 
信越化学 38. 3 ― ― 
富士フイルムHLDGS 93. 2 56 372, 288 
エフピコ 186. 4 133 477, 470 

医薬品（4. 7％）
協和キリン 127. 4 134. 6 448, 891 

ガラス・土石製品（7. 7％）
ＡＧＣ 134. 8 67. 2 310, 128 
ＭＡＲＵＷＡ 57. 1 27 428, 220 

鉄鋼（2. 7％）
日本製鉄 ― 125. 1 262, 272 

金属製品（4. 4％）
リンナイ 62. 5 40. 1 422, 253 

機械（4. 2％）
クボタ 287. 3 ― ― 
ダイキン工業 ― 18. 1 408, 969 

電気機器（4. 8％）
ソニーグループ ― 25. 9 245, 687 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

シスメックス 21. 1 ― ― 
ファナック 14. 4 10. 6 213, 802 
村田製作所 50. 2 ― ― 

精密機器（3. 9％）
テルモ 136. 1 88. 4 371, 898 

その他製品（6. 1％）
パイロットコーポレーション ― 42. 5 249, 900 
任天堂 ― 57 342, 057 

電気・ガス業（2. 3％）
関西電力 ― 192. 7 218, 907 

空運業（―）
日本航空 105. 5 ― ― 

倉庫・運輸関連業（2. 3％）
三井倉庫HOLD 136. 4 ― ― 
上組 ― 78. 9 218, 237 

情報・通信業（8. 5％）
ココペリ 29. 1 ― ― 
セーフィー 1. 1 ― ― 
オービック ― 17. 5 360, 150 
日本電信電話 ― 113. 5 454, 000 
光通信 30. 9 ― ― 

卸売業（3. 9％）
三菱商事 ― 90. 5 372, 769 

小売業（8. 2％）
くら寿司 150. 4 118. 2 365, 829 
ネクステージ ― 72 205, 848 
コスモス薬品 ― 15. 2 219, 184 
パンパシフィックHD 135. 8 ― ― 

銘　　　　　柄 期　首 当　期　末
株　数 株　数 評 価 額
千株 千株 千円

銀行業（8. 0％）
三菱UFJ フィナンシャルG 548. 2 505. 1 328, 365 
りそなホールディングス ― 462. 6 252, 857 
八十二銀行 ― 168 79, 800 
京都銀行 ― 14. 5 77, 865 
山陰合同銀行 ― 41. 5 28, 967 
保険業（3. 4％）
東京海上ＨＤ ― 126. 9 329, 368 
不動産業（2. 8％）
パーク24 304. 5 134. 3 271, 151 
サービス業（6. 1％）
サイバーエージェント 52. 8 ― ― 
リクルートホールディングス 61. 7 ― ― 
ウェルビー 82. 6 ― ― 
アンビスホールディングス 27. 1 66. 4 147, 076 
ダイセキ 153. 1 102. 8 439, 470 

千株 千株 千円

合計
株 数、 金 額 3, 546. 7 3, 765. 6 9, 634, 520 

銘柄数＜比率＞ 29銘柄 33銘柄 ＜95. 5％＞

（注 1） 銘柄欄の（　）内は国内株式の評価総額に対する
各業種の比率。

（注 2） 合計欄の＜　＞内は、純資産総額に対する評価
額の比率。

（注 3）評価額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
株　　　　式

（2021年10月12日から2022年10月11日まで）
当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価 銘　　　　　柄 株　数 金　額 平均単価

千株 千円 円 千株 千円 円
三菱商事  104. 6 474, 566 4, 536 信越化学  40. 7 677, 797 16, 653 
東レ  626. 9 460, 595 734 クボタ  287. 3 624, 701 2, 174 
豊田自動織機  47. 9 455, 454 9, 508 コムシスホールディングス  214. 4 567, 592 2, 647 
ソニーグループ  31 436, 987 14, 096 住友林業  244 478, 984 1, 963 
日本電信電話  121. 9 423, 820 3, 476 光通信  30. 9 469, 382 15, 190 
ダイキン工業  19. 7 421, 683 21, 405 ＭＡＲＵＷＡ  30. 1 450, 669 14, 972 
大阪瓦斯  182. 4 385, 161 2, 111 大阪瓦斯  182. 4 448, 237 2, 457 
任天堂  5. 9 368, 724 62, 495 村田製作所  53. 7 417, 869 7, 781 
オービック  18. 1 366, 482 20, 247 豊田自動織機  47. 9 405, 145 8, 458 
出光興産  109. 7 362, 178 3, 301 リクルートホールディングス  66. 1 401, 525 6, 074 
（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。
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 ■投資信託財産の構成
2022年10月11日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
株式 9, 634, 520 93. 9 
コール・ローン等、その他 623, 141 6. 1 
投資信託財産総額 10, 257, 662 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

 ■資産、負債、元本および基準価額の状況
2022年10月11日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 10, 257, 662, 149円

コール・ローン等 541, 903, 699  
株式（評価額） 9, 634, 520, 950  
未収配当金 81, 237, 500  

（Ｂ）負債 170, 000, 000  
未払解約金 170, 000, 000  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 10, 087, 662, 149  
元本 1, 595, 547, 551  
次期繰越損益金 8, 492, 114, 598  

（Ｄ）受益権総口数 1, 595, 547, 551口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 63, 224円

＊ 期首における元本額は2, 071, 512, 395円、当作成期間中における追加設定元本額
は287, 606, 808円、同解約元本額は763, 571, 652円です。
＊当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額：
　ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド（ダイワＳＭＡ専用） 297, 081, 404円
　ダイワ日本株・バリュー発掘ファンド・ヘッジ型（ダイワＳＭＡ専用） 1, 298, 466, 147円
＊当期末の計算口数当りの純資産額は63, 224円です。

 ■損益の状況
当期  自 2021年10月12日  至 2022年10月11日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 249, 995, 836円

受取配当金 244, 981, 106  
受取利息 141  
その他収益金 5, 161, 955  
支払利息 △  147, 366  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  1, 344, 961, 545  
売買益 710, 011, 280  
売買損 △  2, 054, 972, 825  

（Ｃ）先物取引等損益 37, 905, 550  
取引益 50, 579, 350  
取引損 △  12, 673, 800  

（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  1, 057, 060, 159  
（Ｅ）前期繰越損益金 12, 315, 759, 913  
（Ｆ）解約差損益金 △  4, 268, 978, 348  
（Ｇ）追加信託差損益金 1, 502, 393, 192  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 8, 492, 114, 598  

次期繰越損益金（Ｈ） 8, 492, 114, 598  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。

東証株価指数（ＴＯＰＩＸ）の指数値および同指数にかかる標章または商標は、株式会社ＪＰＸ総研または株式会社ＪＰＸ総研の関連会社（以下
「ＪＰＸ」といいます。）の知的財産であり、指数の算出、指数値の公表、利用など同指数に関するすべての権利・ノウハウおよび同指数にかか
る標章または商標に関するすべての権利はＪＰＸが有します。ＪＰＸは、同指数の指数値の算出または公表の誤謬、遅延又は中断に対し、責任を
負いません。本商品は、ＪＰＸにより提供、保証または販売されるものではなく、本商品の設定、販売および販売促進活動に起因するいかなる損
害に対してもＪＰＸは責任を負いません。
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